
  コードシェア便（成田空港国際線接続便）の運航実績

航空会社 使用機材 便数／日 旅客数／便 利用率 航空会社 使用機材 便数／日 旅客数／便 利用率 航空会社 使用機材 便数／日旅客数／便 利用率

成田～札幌 ＡＮＡ Ａ３２０ ３／週 62 37.1 ＊ＡＮＡ／ＦＲＩ ＣＲＪ 　　２（注） 41 81.4 ＊ＡＮＡ／ＦＲＩ ＣＲＪ 2 37 73.3

＊ＡＮＡ／ＦＲＩ ＣＲＪ 1 47 93.2 ＊ＡＮＡ／ＦＲＩ ＣＲＪ 1 47 93.3

ANA B747 1 NA NA ANA B747 1 NA NA

＊ＡＮＡ／ＮＡＬ Ｆ５０ 2 38 75.1 ＊ＡＮＡ／ＮＡＬ Ｆ５０ 2 36 72.2

ANA A320 1 NA NA ANA A320 1 NA NA

*JAL/JAIR CRJ 1 31 61.5 *JAL/JAIR CRJ 1 35 70.3

＊ＡＮＡ／ＦＲＩ ＣＲＪ ２（注） 31 61.1 ＊ＡＮＡ／ＦＲＩ ＣＲＪ 1 30 59.6

*ANA/NAL

03　8月より

＊ＡＮＡ／ＦＲＩ

03　8月より

　　備考：１）＊コードシェア便　　２）使用機材ＣＲＪ・Ｆ５０の座席数：５０席　　３）旅客数／便：便当たり平均搭乗旅客数　　４）４．１８～５．２６は１便／日

○ コードシェアリング：二つの航空会社がそれぞれの便を接続させ、両者に共通の便名（コード）を付け、利用者に対してはあたかも同一便を運航している

  ようなサービスを提供することである。共同運送の契約 の一種で １９６７年、米国のAllegheny Airlines （現USAir）が CABの許可を

  　　　　　  　　　　　　 得て１２社のｴｱﾀｸｼｰ会社と契約し、Allegheny Commuterの名前で自社の不採算路線の運航を代替させたことが発端 となった。

   　　　　　　　　　　　　1980年代中頃に急速に広まり、2002年では米国のコミューター航空利用者８,２８０万人の９８％がコードシェア便を利用している。

○ 航空法との関係： コードシェアリングを行おうとする航空運送事業者は、航空法第１００条第２項第２号及び航空法施行規則第２１０条の規定に基づき

　　　　　　　　　　　　　　共同運送を行う区間並びに相手方を記載した事業計画を国土交通大臣に提出し許可を得ることを要する。

2001年度 2002.4.18（暫定滑走路の供用開始）～3.31 ２００３．４．１～２００４．３．３１
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